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矢界第205號脇録 （56）．
夏至のころ　6月22日は夏至，星室の世界はも　■■■■■■■嗣■■■■■圏隔
　う眞夏である．　　　　　　　　　　　　1938年
　“しし”は既に西塞に移り“をとめ”“まき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月の天象
　を”が中天に高く，東の室には美しV・銀河
　を背景とした夏の星座が昇って來た．懐し　■■■■■■■■■■■■■■ロ
　い“はくてう”“こと”“わし”“へびつかひ”．“さそり”も上頚身を貫直に
　起して現れてきた．南天には“ヒドラ”の更に南に“センタウル”座に薦す
　る星の列びがある．
てんびん座ls星　アルゴル型の食攣光星，攣光範園が4・8－5・9であって隻眼鏡
　むきである．6月には14回もの極小期があるが，吉際に見られるのは1日23時
　牛，7日23時，工4日22時牛，21日22時，28日21時牛の5回・而も7日と14日と
　は月光に妨げられる・．
いて座v505星　これもアルゴル型の攣光星で週期1・18日，攣光範園6．4一一・7．5．、6
　月の25回の極小期の中，見られるものは2日1時牛，7日23時牛，15．H　1時牛，
　20日24時，28日2時の5回，但し15日匠は月に妨げられる．強力な讐眼鏡或ぴ
　は小望遠鏡むき．
こと座β星　これは食攣光星の一代表・週期13日弱．攣光範園は3・4－4・3で肉
　眼にて観測する．これは毎夜一度宛観測すればよV・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饗光星　上記の3星は練習用と
　　　　　　　　．．‘◎鵬掘繍
．・ @℃瀞　　しこ　・　攣目は非常畷が多野
　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　に観測者が求められてみる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　熱心に二二して二二される方・・　　髄　　　　猷鰍てぼしいものであ
（55） ヲミ界第205號附録
　る．
ヰンネケ流星導　“まきを”と“りよう”との境界邊を輻射黙とする流星群で6
　月末から7月初にかけて出現する．但しあまり著しVbものではなVb．1916年
　には地球の軌道にヰンネケ彗星の軌道が最：も近づいたので1時闇30飴個の出
　現を見，はじめて注目されたが，彗星軌道が次第に地球軌道より離れて行く
　ため，その後はあまり目立たない．1921年にはこの流星群の観測のため京都
　からは勿論，東京からも各地へ出張されたが，中村要氏の微光流星の観測が
　目立つた．因に，このヰンネケ彗星は明年6月に近日黙に同齢する筈である・
海王星　“しし”座σ星の南東を順行してみる．光度7．7－7．8．
天王星　“ひつじ”座の中央にあり夜明け前に東に昇るやうになった。光度6．2．
　この星は秋から初冬にかけ七が見頃である．
木星　“みつがめ”座にある．はじめ順行してみるが22日に停留し以後逆行
　する．8月に揖衝となるので光度（負2．0から2．2へ）も極硯牟径（19秒から21秒
　へ）も大きくなって行く．縞の模様は？　赤斑の動きは？　問題の遊星は今
　や襯測季に入った．
木星衛星相互の食　右表の如く6月1日遅　　　　牛影に入る　0時16分
の糠・…飼・パを食　轍義気8麟
　する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　雫影fP出る　0時35分
金星　脊の明星．“ふたこ”から“かに”に順行する．光度は負3．4．涜温品
　は5．9秒から．6．8秒に増す．今秋までが評点の時季である．
水星　6月初九天忙あるが次第に太陽に近づき23日に外合，以後沓天にまは
　る．“ひつじ”座東部から“ふたこ”座まで急速に順行する．光度は0級乃
　至論2級，5月中旬から6月初までの観測季を逃されぬようお勧めする・
火星　“ふたこ”を順行し29日に水星と極めて接近する（赤星の距離は45分）・
　太陽と約1時聞しか離れてみす，観測は出品ない．
月　6月は5日に上弦（六分儀座），13日に満月（蛇遣ひ座），21「1に下弦（魚座），
　28日に新月（讐子座）となる・
太陽　“うし”座より“ふたこ”座に入る．まともに張烈な光熱をうけて北牛
　球が喘ぎはじめる，
天界第205號附銀 （54）
　黒鮎の極大期に入って太陽面の動きはいよいよ活渡である．大きな黒鮎の
群を日々注置し記録して行くとき私達は太陽の激しさを身に罷験ぜざるを得
なV・・如何したら最も忠實にその模様を燐み得るか，録し得るか．これが太
陽に封ずるときの大きな偶みである・（P）
水星の見える疎いつも見た呪たいと思ひなn”一ら・ ?ｯを観る蒸氣，雲叉は建物等に邪魔されて中k見られないの
が，都會の一隅に畳む吾々の恒である・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪）青木童
　私もこの様な事情で今牽でに未だ見たことがなか
った．いや見たかったのだが見られなかったのである．昨年末東方極大離角の
頃肉眼でみとめ，望遠鏡で見たが位置の減上上よくその旧記を見ることが出來
なかった・
　全1くマ】キ＝一リ1の名に違はすし敏捷な運動には驚くが，この水星も途に観望
することが出來た．
　今期東方極大離角も迫ってみる此頃，もう見える時分と物干皇へ出て酉の室
を眺めると，今日はまた實によく澄みきった塞である．…瓢の雲も水蒸氣もな
く西の地誌線まで，と云ひたいが街に佳むZ！’，三園は屋根ばかりである．その
屋根際まで青室が迫ってみる．太陽既に渡して屋根際に金星が弧光をはなって
みた．術よくさがすと見える見える金星の上：方少し右よりに可愛いらしく輝い
てみるのが見えた．早速望遠鏡を出して見ると，なるほど鮮やかに6日月華の
形に観望することが鋤來た．初め7．5糎68倍で観たが6ミリにバ】ロ1レンズを
付けて200倍以上にして見ると，少し無理だがそれでもあまり形がくつれすに
見ることが出來た．
　かの有名なコペル＝クスでさへ，彼の佳居が川岸にあったため霜に妨げられ
て途に一生見ることが出來なかったと云はれてるるこの水星が，望遠鏡で都會
に佳むアVチユア】として，見ることが出來た私は非常に幸幅であると思って
ゐます．（1938．3．31）
